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◇
日
時

令
和
三
年
十
月
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時
～
午
後
六
時

◇
会
場

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

○

研
究
発
表

一
、
改
編
本
系
『
類
聚
名
義
抄
』に
お
け
る
漢
字
の
定
訓
に
つ
い
て

林

楚
宜

二
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』に
お
け
る『
説
文
解
字
』の
利
用
に
つ
い
て

張

馨
方

三
、
江
戸
時
代
に
お
け
る『
大
学
』
の
訓
点
本
と
そ
の
訓
点
法ア

ン
ド
レ
・
ポ
ツ
ィ
ア
ス
キ

四
、
琉
球
に
お
け
る
漢
文
訓
読
に
つ
い
て

中
野

直
樹

―
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
論
語
集
注
』
訓
点
の
検
討
―

五
、
和
文
と
漢
文
訓
読
文
を
対
照
す
る
こ
と
は
妥
当
か

田
中

草
大

―
和
文
と
漢
文
と
か
ら
見
る
漢
文
訓
読
文
―

六
、
日
本
語
に
お
け
る
古
代
漢
語
か
ら
の
借
用
形
式
の
分
類
を
捉
え
直
す

―
二
次
的
借
用
プ
ロ
セ
ス
に
目
を
向
け
て
―

ジ
ス
ク
・
マ
シ
ュ
ー

七
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
『
落
葉
集
』所
収
漢
字
と
和
訓
の
常
用
性

白
井

純

《
招
待
発
表
》

八
、
韓
日
資
料
か
ら
見
た
古
代
韓
國
語
の
文
字
使
用
と
音
韻
論

李

準
煥

○

講
演

中
世
欧
州
に
お
け
る「
自
言
語
読
み
」
の
注
釈
体
系
に
つ
い
て

―
日
本
の
訓
点
と
比
較
し
て
―

ジ
ョ
ン
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン

○

会
務
報
告

〒
六
〇
六-

八
五
〇
一

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
内

訓

点

語
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会


